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　誰でも一度は書いたことのあるお馴染みの

履歴書。

　今は文房具店やコンビニに行けば自由に買

うことができますが，昭和20年代の後半以前

の履歴書をみると，和紙に毛筆で書かれたも

のばかりです。悪筆な人は，きっと代書屋さ

んに頼んだのでしょう！　字の下手な人には

たいへんなことでした。

　現在の形の原型になったものは，昭和28年

の JIS 規格 Z8303（帳票の設計基準の様式例）

です。B５判で表には氏名，生年月日，本籍

地，家族欄などの記入欄が，裏には経歴の欄

がありました。

　昭和31年の改定で初めて写真欄が設けら

れ，昭和48年には，本籍地，家族記入欄が差

別につながるとして削除され，昭和49年に現

在の形とほぼ同じ規格となりました。

　このように JIS 規格の様式例で履歴書を決

めている国は日本以外にはありませんし，日

本人のほとんどの人がこの履歴書を利用する

ということに，外国人は驚きます。まったく

個性のない金太郎飴的な履歴書で，採用担当

者が字をみて人を判断するという，不思議な

国が日本というわけです。

　アメリカなどはレジュメと称し，いかに自

分をアピールするかを綿々と書き連ねる方式

で，日本のような状況はいかにも日本人的な

特徴を表しているようです。

　しかし10年前ぐらいからでしょうか，わ

が国でも自分を少しでもアピールしたい傾向

が出てきました。履歴書に自己紹介状，職務

経歴書や技術経歴書をつけ，自分はこのよう

なことをやってきたとか，このような技術を

もっていることをアピールするようになって

きました。現在では職務経歴書などを付けて

出したほうが，履歴書を１枚だけよりも，就

職したい熱意が感じられるようです。

　また，パートタイマーのような場合，履歴

書に「好きな学科」等とあっても困ってしま

うケースもあり，より簡略化された履歴書が

求められています。さらに最近は外資系の会

社に就職する場合も多く，英文の履歴書の需

要も高まっています。このように現在におい

ては履歴書もより多彩に進化しているため，

各ケースに応じた履歴書を選択しなければな

りません。

　当社は履歴書の草分け的会社として，こ

のような状況に対処した商品を提供していま

す。

　履歴書は採用を直接左右するわけではあり

ませんが，履歴書にちょっとした工夫を加え

たり，バリエーションをつけたりして，自分

をアピールすることのお手伝いをすることが

できると思っています。

（文責　㈱日本法令企画開発部　鈴木　潔）
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